


　近年の急速な社会変革に伴い、トランスフォーメーション（変革）や交差・横断
など掛け合わせる意味を持つ“X”を用いて、DX（Digital Transformation）などの
変革が推進されています。
　国士舘キャンパス環境整備事業では、「国士舘の教育理念×先駆的なキャンパス
環境の整備＝“KX”＝国士舘トランスフォーメーション」をコンセプトに、地域
社会に貢献する心身ともに健やかな人材“国士”を輩出するための次世代をリード
する教育環境を整備します。
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環境の整備＝“KX”＝国士舘トランスフォーメーション」をコンセプトに、地域
社会に貢献する心身ともに健やかな人材“国士”を輩出するための次世代をリード
する教育環境を整備します。

　本学は、『学校法人国士舘 第 2 次中長期事業計画』に基づき、令和 4 年 10 月に「国士舘
キャンパス環境整備計画推進プロジェクト会議」及び「国士舘キャンパス環境整備計画
推進室」を設置し、築 50 年を経過した世田谷キャンパス校舎の建て替えを中心とした
再整備の検討を進めています。令和 6 年 2 月に基本構想を策定し、令和 7 年 1 月に基本
計画を取りまとめました。
　本事業では、教育研究活動を支える最適な環境を整備するとともに、学生や地域社会
にとって快適で健康的な学修環境を創出します。さらに、環境への配慮や地域社会との
連携を図り、持続可能で実践的な学びの場を提供します。
　また、世田谷区の歴史的環境や景観、防災機能を考慮し、地域計画と調和した再整備を
行います。歴史的建造物の保全と国士舘の理念を継承しつつ、次世代のニーズに応える
施設を構築し、過去・現在・未来をつなぐ一貫した理念を具現化します。
　本学の伝統を継承しつつ、次世代をリードする知の拠点を創出するため、着工・完成
に向けて更なる検討を進めてまいります。

国士舘
キャンパス

再整備

大学

学
生

社
会

本学が目指す人材育成

学生の環境

社会の動向
建学の精神

「国を思い、世のため、人のために
   尽くせる人材『  国士 』の養成」

・社会を支え、次世代をリードする人材輩出
   のための経営基盤の保持

・少子化による 18 歳人口の激減・大学選び
 の激化
・大学に求める価値観の変化
・高等教育のグローバル化
・オンライン授業や AI 技術等の普及に伴う
 ICT・デジタル教育の必要
・社会人の学び直しの機会の充実

・頻発する大規模災害への対応
・地域・社会との緊密な関係
 づくりの重要性の増大
・持続可能な開発に向けた環境
 配慮型社会の推進
・様々な背景を持った人々を
 受け入れる多様性への対応
・コロナ禍を経た健康に対する
 関心の増加

国士舘大学 世田谷キャンパスの再整備を計画しています！国士舘大学 世田谷キャンパスの再整備を計画しています！
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国士舘キャンパス環境整備事業の趣旨と目的

大学を取り巻く状況

事業概要

計画予定地 世田谷キャンパス（東京都世田谷区）

敷地面積 約57,000㎡

整備予定建物 5号館、6号館、7号館、8号館、10号館、
　　　　　　　　　　　　      地域交流文化センター棟

延床面積 35,209㎡（整備予定建物の合計）

学部 政経、理工、法、文、経営

研究科 政治学、経済学、経営学、法学、
　　　　　　　　　　　　      総合知的財産法学、工学、人文科学

学生数 8,886人（2025年5月現在、世田谷キャンパス）

事業期間 2025～2035年度（予定）
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機能毎の配置方針

• 新たな魅力として、多くの学生が利用したいと感じる学生食堂やカフェ、コンビニ等
• 学生及び地域住民・外部の方が利用しやすいカフェ等の憩いの機能
• 学生主体の活動を促進する学生ホールを北棟に整備

• 研究機能は学部ごとに集約し、4階以上に設ける

• 学生の利便性向上のため、2～3階に教室を集約して配置
• 小・中教室は可動型の什器を採用し、アクティブラーニングがしやすい環境を整備
• 大人数の講義にも対応可能な大教室を、現状より拡充して整備

• 理事長室や学長室、学部長室を近接配置することで、法人、教学の連携強化を図る
• 西棟に事務機能を集約
• 学生・教職員の利便性向上に向け、学生支援機能を西棟に統合配置
• 会議室を現況よりも拡充

• 新たな運動機能として、北棟地下1階に多目的フロアを整備

研究機能 交流・厚生機能

法人・教学機能

運動機能

教室機能

梅棟と34号館の校舎間を
つなぐ上空通路のイメージ

共用部（廊下）のイメージ

34号館梅棟 東棟北棟西棟

学生食堂のイメージ パブリックビューイングのイメージ（学生ホール）
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※各イメージ図は、現時点の計画に基づくイメージであり、整備内容を決定するものではありません。
※新棟の名称は、すべて仮称です。
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